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北近畿をリードする創造性あふれるまち　福・知・山 
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23（2011）年

10 1

10
1　  号のおもな内容

● 芸術の秋　国民文化祭に出かけよう！
●１０月からみんなのバスがもっと身近に！もっと便利に！
●読書の秋「信じよう、本の力」
●土地開発公社経営検討委員会の提言について
●ふくちやま中学生議会②　ほか

　９月９日（金）、半田地内の畑で、修斉小学校の４
年生８３人がサツマイモ掘りを体験しました。半田営
農生産組合の 森  島  邦  夫 さんたちの指導のもと、自分

もり しま くに お

たちが５月に苗を植え、立派に実ったサツマイモを
掘り出し大喜び。このあと児童らは、組合の皆さん
が用意したふかしイモを食べながら、収穫の喜びと
秋の味覚を味わいました。

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 
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国民文化祭コーナー 

福知山市国民文化祭の催し　～直接会場へお越しください～ 福知山市国民文化祭の催し　～直接会場へお越しください～ 
内容・問い合わせ先催　　　しとき・ところ

「ゲゲゲ」で有名な水木しげるの描く鬼た
ちを展示！
■日本の鬼の交流博物館（℡５６‐１９９６）
　休館日は毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

日本の鬼の交流博物館
秋季特別展
「水木しげるの描く

鬼たち」

１０月４日（火）
～１１月３０日（水）　

午前９時～午後５時
日本の鬼の交流博物館

（佛性寺）

全国の鬼のまちが鬼自慢！（定員５０人（予
定）を超えた場合は入場できません）
■大江支所（℡５６‐１１０１）

全国鬼サミット
１０月３０日（日）
午前９時～１１時２０分
大江町総合会館（中央）

鬼武者行列や伝統芸能「鬼追い」、大江山鬼
検定など楽しいイベントが盛りだくさん！
■観光振興課（℡２４‐７０７６）

大江山酒呑童子祭り

１０月３０日（日）
午前１０時～午後３時３０分
ＫＴＲ大江駅前周辺（中
央）と大江山酒呑童子の
里（佛性寺）

全国の盆踊り団体が「盆踊りを次代につな
ぐ」をテーマに意見交換！（定員１００人（予
定）を超えた場合は入場できません）
■まちづくり推進課（℡２４‐７０８３）

盆踊りフォーラム

１１月５日（土）
午後６時～６時５０分
サンプラザ万助

（篠尾新町）

三段池公園総合体育館での盆踊りフェス
ティバルの模様（ライブ）をスクリーンで
観覧（状況により入場を制限する場合があ
ります）
■まちづくり推進課（℡２４‐７０８３）

盆踊りフェスティバル
（ライブ映像での観覧）

１１月６日（日）
午前９時３０分

～午後３時３０分
三段池公園総合体育館

（猪崎）
※体育館会場での観覧申込は終
了していますが、武道館（猪崎）
でライブ映像の観覧ができます。

内容・問い合わせ先催　　　しとき・ところ

藍染め展示、藍染めDVD放映ほか。５日に
は、ミニコンサートも開催！
■福知山藍同好会（℡２３‐６４１５）

藍のある国文祭・由良川
藍染め　ｉｎ　ｆｕｋｕｃｈｉｙａｍａ

１１月５日（土）・６日（日）
午前１０時～午後６時
（６日は午後５時まで）
市民会館（内記三丁目）

※鬼シンポジウム（１０月２９日・厚生会館）、盆踊りフェスティバル（１１月６日・三段池公園総合体育
館）の観覧については、すでに申込受付を終了しています。

【京都府まゆまろチャレンジ事業】

　

い
よ
い
よ　

月　

日
（
土
）
か
ら

１０

２９

国
民
文
化
祭
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
一

部
の
催
し
は
す
で
に
観
覧
申
込
の
受

付
を
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
当
日
受

付
の
催
し
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
国
内
最
大
の
文
化
祭
典
「
国

民
文
化
祭
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

民
文
化
祭
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

「
ゲ
ゲ
ゲ
」
で
お
な
じ
み
の 
水 みず

 
木 
し
げ
る
さ
ん
の
描
く
「
鬼
た

きち
」
も
や
っ
て
き
ま
す
！

昨年の「大江山酒呑童子祭り」の様子
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国
民
文
化
祭
の
概
要
や
福
知
山
市
で
の
取
り
組
み
、
福
知
山
踊
り
の
歴
史
や
大
江
山
の
鬼
伝
説
、
市
内

の
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
文
化
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

h
ttp
://fu

k
u
c
h
iy
a
m
a

‐ko
k
u
b
u
n
s
a
i.jp

国民文化祭の関連イベント 国民文化祭の関連イベント 
内容・問い合わせ先催　　　しとき・ところ

福知山城主朽木家ゆかりの鷹狩り絵巻の展
示
■郷土資料館（℡２３‐９５６４）
　休館日は毎週火曜日（祝日の場合は翌日）

「 鷹  尽 し　福知山藩の鷹
たか づく

狩りと鷹狩り絵巻」展

１０月１日（土）
～１１月１７日（木）　

午前９時～午後５時
福知山城（郷土資料館・内
記一丁目）

地元、近隣である丹波、丹後の美景、伝統、
歴史について絵画の展覧会
※下記参照
■佐藤太清記念美術館（℡２３‐２３１６）
　休館日は毎週火曜日（祝日の場合は翌日）

福知山市佐藤太清記念
美術館特別展
「丹波・丹後の百景～京
の百景・京の四季より」

１０月１９日（水）
～１１月１３日（日）　

午前９時～午後５時
佐藤太清記念美術館

（内記一丁目）

自然の素材や廃材などを利用してグループ
や家族で制作された作品を展示。会場には、
ものづくり・ゲームなどのコーナーも。
■まちづくり推進課（℡２４‐７０３３）

第１０回ふくちやま造形
フェスタ

１０月２２日（土）
午前１０時～午後４時
（小雨決行。雨天の場合は
翌日）
御霊公園（西中ノ町）

期間中、絵画、写真、俳画、絵手紙などを
展示。最終日は、コンサートや人形劇など
も予定
■福知山市文化協会（℡２２‐５５９４）

まちかど文化祭
１０月２４日（月）

～３０日（日）　
新町、広小路空き店舗など

彫刻・工芸・写真・書・絵画の公募美術展
■まちづくり推進課（℡２４‐７０３３）第４７回福知山市展

１１月２日（水）
～５日（土）　

午前９時～午後６時
（５日は午後５時まで）
厚生会館（西中ノ町）

※このほかにもたくさんのイベントが開催されます。

■問い合わせ先／第２６回国民文化祭福知山市実行委員会事務局
（まちづくり推進課　℡２４‐７０８３・ＦＡＸ２３‐６５３７）

第２６回国民文化祭福知山市実行委員会協賛事業 

佐藤太清記念美術館特別展 
「丹波・丹後の百景 ～京の百景・京の四季より～」開催 
佐藤太清記念美術館特別展 
「丹波・丹後の百景 ～京の百景・京の四季より～」開催 
佐藤太清記念美術館特別展 
「丹波・丹後の百景 ～京の百景・京の四季より～」開催 
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知
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後
の 

　
　
　
美
景

　
　
　
美
景
、伝
統
伝
統
、歴
史
を

歴
史
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画
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絵
画
を
通
し
通
し
て
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

福
知
山
・
丹
波
・
丹
後
の 

　
　
　
美
景
、伝
統
、歴
史
を 

　
　
　
　
　
　
絵
画
を
通
し
て
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

と　　き／１０月１９日（水）～１１月１３日（日） 
　　　　　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで） 
　　　　　休館日は毎週火曜日（祝日の場合は翌日） 
と こ ろ／佐藤太清記念美術館　２階展示室（内記一丁目） 
内　　容／丹波・丹後を題材にした作品の特別展。 
展示作品／京の百景・京の四季より　３０点 

　　　　　「大江山連峰」………… 佐々木邦彦　作 

　　　　　「福知山城跡」………… 大政　穂積　作 

　　　　　「天橋立」……………… 岩澤　重夫　作 

　　　　　「山ふところの早春」… 向井　潤吉　作 

　　　　　「経ヶ岬燈台」………… 中路　融人　作　ほか 
入 館 料／大人２１０円、子ども１００円 
■佐藤太清記念美術館（℡ 兼 ＦＡＸ ２３‐２３１６） 

「経ヶ岬燈台」中路 融人  作 
なか じ    ゆうじん きょうがみさきとうだい 

さ　 さ　 き  くに ひこ 

おお まさ　　　 ほ  づみ 

いわ さわ　　  しげ   お 

むか　い　　 じゅんきち 

なか　じ　　　ゆう じん 
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福
知
山
市
民
病
院
へ
京
都
交
通
バ
ス 

（
一
部
）が
乗
入
れ
開
始
！

　
　

月
１
日（
土
）か
ら
、
京
都
交
通
バ
ス
が
福
知

１０
山
市
民
病
院
へ
乗
入
れ
ま
す
。
病
院
敷
地
内
に
バ

ス
停
留
所
を
新
設
し
、
敷
地
内
で
乗
降
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
と
て
も
便
利

に
な
り
ま
す
。 

　

乗
入
れ
る
便
は
次
の　

本
で
す
。（
三
岳
バ
ス
、

４８

庵
我
バ
ス
、
中
六
人
部
バ
ス
は
、
す
で
に
乗
入
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
敷
地
内
に
新
設
し
た
停

留
所
で
発
着
し
ま
す
。）

　

福
知
山
線　

本
（
綾
部
駅
〜
市
民
病
院
）、
長
田

１８

野
線　

本
（
市
民
病
院
〜
平
野
町
〜
市
民
病
院
）、

１２

堀
循
環
線　

本
（
市
民
病
院
〜
本
堀
〜
市
民
病
院
）、

１５

室
循
環
線
３
本
（
市
民
病
院
〜
室
〜
市
民
病
院
）

※
福
知
山
線
は
、
こ
れ
ま
で
福
知
山
駅
が
終
点
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、　

月
１
日（
土
）か
ら
市
民

１０

病
院
ま
で
延
伸
し
て
運
行
し
ま
す
。

大
江
地
域
を
走
る
市
バ
ス
の
全
路
線
が

ス
ー
パ
ー
フ
ク
ヤ
大
江
店
へ
乗
入
れ
！

　
　

月
１
日（
土
）か
ら
、
市
バ
ス
（
大
江
山
の
家

１０
線
）
と
へ
き
地
バ
ス
（
南
山
線
、
橋
谷
線
、
小
原

田
線
、
市
原
線
、
北
原
線
）
が
ス
ー
パ
ー
フ
ク
ヤ

大
江
店
へ
乗
入
れ
ま
す
。

　

す
で
に
４
月
１
日
か
ら
、
市
バ
ス
二
箇
下
線
全

便
と
大
江
山
の
家
線
の
第
２
便
と
第
３
便
が
乗
入

れ
て
い
ま
す
が
、　

月
か
ら
は
、
ス
ー
パ
ー
フ
ク

１０

ヤ
大
江
店
の
開
店
時
間
以
降
の
す
べ
て
の
便
が
乗

入
れ
す
る
こ
と
と
な
り
、
買
い
物
に
も
と
て
も
便

利
に
な
り
ま
す
。

※
現
在
、「
へ
き
地
バ
ス
」
の
名
称
を
見
直
し
て
お

り
、
近
く
新
し
い
名
称
を
発
表
し
ま
す
！

　

本
市
で
は
、
医
療
機
関
や
地
域
の
買
い
物
拠
点

を
中
心
に
、
積
極
的
に
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を
行
い
、

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
便
利
な
バ
ス
交
通
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
バ
ス
の
運
行
を
し
ま
す
！　
 

　
　

月
５
日（
土
）ま
で
、
三
和
・
夜
久
野
・
大
江

１１
地
域
を
走
る
市
バ
ス
に
お
き
ま
し
て
、
地
元
の
保

育
園
児
か
ら
募
集
し
た
絵
を
車
内
に
展
示
す
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
「
文
化
の
秋
！
」「
行
楽
の
秋
！
」
に
、
ぜ
ひ
市

バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
秋
の
車
窓
風
景
と

地
元
の
園
児
た
ち
の
傑
作
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
生
活
交
通
課
（
℡　

‐
７
０
２
０
・　
　

‐
６

２４

ＦＡＸ
２３

５
３
７
）

バス停留所 

福知山市民病院  駐車場 福知山市民病院  駐車場 

福知山市民病院  本館 福知山市民病院  本館 

玄関 玄関 

　地球温暖化対策のためには、「節電」や「リサイクル」など、
日常生活において、一人ひとりの取組みがとても大切です。
中でも、一番効果的なのは「クルマの利用を見直すこと」であ
ることをご存じですか？　
　例えば、通勤で１時間（片道３０分）クルマを使っている人が、
車を使わなかった場合、１日の一人あたりのＣＯ２排出量は２
分の１に削減できます。
　また、公共交通などでの通勤は、最寄りの駅から歩くこと
で運動不足の解消など、健康の観点からも望ましいものとな
ります。
　多くのＣＯ２を排出するクルマの使用を、一人ひとりが少しず
つ控えれば、地球温暖化防止に大きく貢献することにつなが
ります。ぜひ、無理のない範囲で「エコ通勤運動」にご協力ください。

※「エコ通勤運動」について、詳しくは国土交通省ホームページをご覧
ください。
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/ecommuters/

事業者のみなさまへ　　　　　　　　　　　　　　　　  
　エコ通勤への意識が高く、その取り組みを自主的・積
極的に推進している事業所を、国土交通省と交通エコロ
ジー・モビリティ財団が優良事業所として認証・登録す
る制度があります。
　申請無料。認定・登録されると登録証が交付され、左
図のロゴマークの使用が可能になるほか、国土交通省
ホームページで公表され、取組実績は京都議定書目標達
成計画のＣＯ２排出削減実施報告に算入されます。

福知山市民病院への乗入れ　新設バス停留所　位置図

昨年のギャラリーバスの展示
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毎
月
、
図
書
館
各
館
で
は
、
図
書
の
特
別
展
示
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
読
書
週
間
の
期
間
中
は
、
次
の

テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
す
。

　

読
書
の
秋
、
図
書
館
で
い
ろ
い
ろ
な
本
を
手
に

取
っ
て
、
新
し
い
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

展
示
テ
ー
マ
／

・
中
央
館
「
み
ん
な
に
す
す
め
る
こ
の
１
冊
」

・
三
和
分
館
「
三
和
分
館
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
」

・
夜
久
野
分
館
「
読
ん
で
。
よ
ん
で
」

・
大
江
分
館
「
時
代
小
説
を
ひ
も
と
く
」

　

こ
れ
ま
で
図
書
館
を
利
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
人

も
、
こ
の
秋
の
読
書
週
間
を
機
に
、
ぜ
ひ
一
度
、
お

近
く
の
図
書
館
ま
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

便便
利利
なな
イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
予予
約約

ササ
ーー
ビビ
スス
運運
用用
開開
始始
！！

　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
携
帯
電
話
か
ら
、
市

立
図
書
館
の
蔵
書
検
索
サ
イ
ト
に
接
続
し
て
い
た
だ

く
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
・
予
約
の
変
更
・

貸
出
状
況
の
確
認
・
貸
出
期
間
の
延
長
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
利
用
」
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
図
書
館
の
利
用
券

・
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

　
（
健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
詳
し
く
は
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
身
近
で
、
利
用
し
や
す
い
図
書
館
を
め
ざ
し

て
、
今
後
と
も
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

「
信
じ
よ
う
、本
の
力
」 

１０
月
２７
日（
木
）〜
１１
月
９
日（
水
）は
秋
の
読
書
週
間
で
す 

読書の秋 読書の秋 

【
図
書
館
の
利
用
方
法
】

　

図
書
館
の
利
用
は
無
料
で
す
。
本
を
借
り

た
り
、
知
り
た
い
こ
と
の
調
べ
も
の
が
で
き

ま
す
。

　

図
書
館
で
本
を
借
り
る
に
は
、「
利
用
券
」

が
必
要
で
す
。
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
つ
く
れ
ま
す
。
読
み

た
い
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
図
書
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
図
書
館
中
央
館（
℡　

‐
3
2
2
5
・　
　

‐
7
1
1
8
）

22

FAX
22

■
図
書
館
三
和
分
館（
℡　

‐
4
7
1
5
・　
　

‐
4
7
1
6
）

58

FAX
58

■
図
書
館
夜
久
野
分
館（
℡　

‐
1
0
6
6
・　
　

‐
1
0
6
6
）

37

FAX
37

■
図
書
館
大
江
分
館（
℡　

‐
1
0
1
7
・　
　

‐
1
0
1
7
）

56

FAX
56

●人気の一般書貸出ランキング●（平成２３年上半期）

図書館からのお願い！！
　図書館の本は、みんなの本です。一冊の本が、一人
でも多くのみなさんに、長くご利用いただけるように、
本を汚したり、傷めたりしないように、大切にとりあ
つかってください。
　万が一、本を紛失したり、破損または汚すなどして
利用できない状態にされた場合は、原則として同じ本
を弁償していただくことになります。
　破損した本は、自分で修理せずにそのままお持ちく
ださい。

　パソコンから図書館蔵
書検索サイトへの接続は、
市ホームページの上記バ
ナーから入り、下記ボタン
をクリックしてください。

　携帯電話から蔵書検索サイ
トへの接続は、下記QRコード
を、お持ちの携
帯電話のバー
コードリーダー
で読み取ってく
ださい。

イラスト提供／ 西  山  美  穂 さん
にし やま み ほ

著　者タイトルランク

 東  野 　  圭  吾 
ひがし の けい ご

プラチナデータ～PLATINADATA～1位

 東  野 　  圭  吾 
ひがし の けい ご

 麒  麟 の翼
き りん

2 位

 湊 　 か なえ
みなと

夜行観覧車～ Ferris wheel at night ～3位

 宮  部 み ゆ き
みや べ

あんじゅう～三島屋変調百物語事続～4位

 有  川 　 　  浩 
あり かわ ひろ

阪急電車5位
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
９
月　

日
号
で

１５

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
長
期
保

有
土
地
や
そ
れ
に
伴
う
長
期
借
入
金

を
抱
え
る
福
知
山
市
土
地
開
発
公
社

の
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
土
地

開
発
公
社
経
営
検
討
委
員
会
（ 
仕  
名 

し 

な

 
野  
裕 
委
員
長
）
か
ら
、
８
月　

日

の 

ひ
ろ
し

２４

（
水
）松
山
正
治
市
長
に
提
言
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
委
員
会
の
提
言
に
至
る

ま
で
の
過
程
や
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

１　

委
員
会
の
目
的

　

委
員
会
は
、
福
知
山
市
土
地
開
発

公
社
の
経
営
健
全
化
策
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
外
部
有
識
者
か
ら
専
門

的
視
点
に
よ
る
現
実
的
で
効
果
的
な

提
言
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
し
ま
し
た
。

２　

委
員
会
の
内
容

（
１
）委
員
に
つ
い
て

　

弁
護
士
や
公
認
会
計
士
、
不
動
産

鑑
定
士
お
よ
び
学
識
経
験
者
な
ど
専

門
的
知
識
を
お
持
ち
の
人
に
委
員
を

委
嘱
し
ま
し
た
。

（
２
）委
員
会
に
つ
い
て

　

提
言
ま
で
の
５
カ
月
間
に
わ
た
り
、

５
回
の
委
員
会
が
開
か
れ
、
土
地
開

発
公
社
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
専
門
分
野
を
活
か

し
た
意
見
の
ほ
か
、
土
地
開
発
公
社

に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
計
画
事
業
な

ど
に
も
言
及
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の

福
知
山
市
に
と
っ
て
有
益
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主 な 意 見委員会の内容開催日

●土地開発公社の解散ありきを前提に検討はできない。
・委員委嘱
・委員会の行程説明
・概要、現状と課題分析

４／２８

●土地開発公社に先行取得依頼した土地の活用について、
都市計画事業をはじめとして、当初の事業計画を見直
し、方向性を出せるものはすぐに示し、できないもの
は、いつまでにどのように対応するかを市民に示す必
要がある。

●デフレの時代にあって、土地開発公社は必要あるのか。

・保有土地の現状と処分
方針

・土地開発公社のあり方
について

５／２５

●土地開発公社がその使命を終えたのであれば、問題を先
送りにしないためにも、第三セクター等改革推進債（三
セク債、注１参照）の制度を活用し、解散すべきである。

●土地開発公社の健全化を図るよう国からの助言が幾度
とあったにも関わらず、取り組まなかったことは遺憾
である。
●三セク債発行については、その影響が市民サービスの
提供や、市民負担の面でどうなのか、中長期的な財政
シミュレーションや、第５次福知山市行政改革大綱に反
映させ、議会や市民に説明するべきである。
●土地の売却による繰上償還について、具体的に説明す
べきである。

・具体的な改革方策につ
いて３つの方策を検討

・財政への影響について
６／２２

●土地開発公社は、解散までの間においても、売却でき
る土地は売却を進め、借入金を縮減し、人件費を削減
するなど、健全経営に努めるべきである。

・提言書の素案について７／２０
８／１０

●市長が強力なリーダーシップを発揮し、幹部職員をは
じめとして全ての職員が危機意識を共有し、土地開発
公社の健全化を実施に移してほしい。

・松山市長に提言８／２４

（注１）第三セクター等改革推進債とは…全国的な課題である地方公社などの処理に集中的・積極的に取
り組むため、国において創設された特別の地方債。償還期間は原則１０年。地方公社が抱える債務
の償還財源などに充てることができ、支払利息の一部については、必要に応じて特別交付税措置
が講じられるなど有利な点がある。
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３　

提
言
の
詳
し
い
内
容

　

提
言
書
は
主
に
５
つ
の
項
目
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
具
体
的
な
項
目
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。（
左
表
参
照
）

４　

提
言
に
対
す
る
本
市
の
対
応

　

本
市
で
は
、
委
員
会
の
提
言
を
踏

ま
え
、
解
散
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
第
三
セ
ク
タ
ー
改
革
推
進
債
を
活

用
し
て
の
土
地
開
発
公
社
解
散
手
法

の
詳
細
、
市
に
引
き
継
い
だ
土
地
の

処
分
計
画
な
ど
を
含
め
た
健
全
化
計

画
案
を
、
広
報
な
ど
を
活
用
し
、
今

後
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

な
お
、
本
委
員
会
の
資
料
や
議
事

録
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
財
政
課
（
℡　
２４

‐
７
０
３
５
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

提　　　言

（１）福知山市土地開発公社は短期健全化計画を策定し、それを実施
すべきである。

　①売却する土地については、可及的速やかに売却を進め、借入
金と利息の縮減を図るべきである。

　②売却が進まない土地は、土地の賃貸による収入増を図るべき
である。

　③人件費などを縮減し、管理費用の削減を進めるべきである。
（２）福知山市は第三セクター等改革推進債を活用して、土地開発公

社の債務の解消にあたるべきである。
　①市民負担の軽減を念頭において、償還の期間や借入額などを

設定すべきである。
　②第三セクター等改革推進債の借入額を、できるだけ低減すべ

きである。
　③第三セクター等改革推進債の活用による財政負担が、市民

サービスの低下を伴わないか十分に説明すべきである。
（３）福知山市は、福知山市土地開発公社を早期に解散させるべきで

ある。
（４）福知山市は、引き継いだ土地の処分計画を明らかにすべきであ

る。
　①土地の具体的な処分計画を示すべきである。
　②土地の売却などを進める専門的体制を構築すべきである。
　③処分の進捗状況を監視する仕組みを構築すべきである。
（５）福知山市は、市民への広報に努めるべきである。
　①あらゆる機会をとらえ、議会と市民に説明すべきである。
　②情報開示を積極的に行うべきである。

※市のホームページ（市長室） 
　で閲覧できます。 

　

日（
土
）

２４由
良
川
・
里
山
文
化
フ
ェ
ス
タ

　

第　

回
国
民
文
化
祭
・

２６

京
都
２
０
１
１「
由
良
川
・

里
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る「
由
良
川
・
里
山
文
化

フ
ェ
ス
タ
」に
出
席
し
た
。

　

国
民
文
化
祭
に
お
い
て

本
市
で
は　

月　

日（
土
）

１０

２９

の
鬼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
皮

切
り
に　

月
６
日（
日
）の

１１

盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催
す

る
。事
前
申
込
み
を
受
け
付
け
た
催

し
は
、す
で
に
多
数
の
観
覧
申
込
み

が
あ
り
締
め
切
っ
た
。当
日
の
皆
さ

ん
の
参
加
と
盛
り
上
が
り
に
期
待
し

て
い
る
。

　

本
日
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、舞
鶴
市
や
亀
岡
市
な
ど
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
た
ち
も
参
加
し
て
、お
お
い

に
盛
り
上
げ
て
も
ら
え
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
る
。

　

日（
日
）ほ
か　

２５敬
老
会
訪
問

　

市
内
各
地
の
敬
老
会
に

出
向
い
た
。

　

皆
さ
ん
の
お
元
気
な
姿

に
、身
体
だ
け
で
な
く
心

の
若
さ
を
感
じ
た
。

　

や
は
り
、こ
の
よ
う
に

は
つ
ら
つ
と
歳
を
重
ね
た

い
も
の
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、　

日
の「
敬
老
の

１９

日
」を
前
に
、市
内
の
最
高

齢
者
や
今
年
度
内
に　

歳
９９

と
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

る
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
へ

 
赴 
き
、長
寿
の
お
祝
い
を

お
も
む

申
し
上
げ
、そ
の
秘
訣
を

興
味
深
く
伺
っ
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、ご
家

族
の
幸
せ
や
社
会
の
発
展

の
た
め
に
尽
く
し
て
こ
ら

れ
た
ご
苦
労
に
敬
意
を
表

し
、こ
れ
か
ら
も
お
体
を

大
切
に
さ
れ
、元
気
に
過

ご
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

左から　ゆうさいくん（舞鶴市）・ゴーヤ先生・酒呑童子・ドッコちゃん・まゆまろ・ 和  沙 さん（歌手）・まゆこ・
かず さ

明智かめまる（亀岡市）・丹波竜のちーたん（丹波市）
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テ
ー
マ　

人
が
集
ま
る
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

【
桃
映
中
学
校
】

質
問　

商
業
系
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て　

多
く
の

人
が
集
ま
る
よ
う
な
、大
店
舗
や
映
画
館
、観
光

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
作
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

要
旨　

買
い
物
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
近
隣
か

ら
も
人
が
福
知
山
に
訪
れ
る
よ
う
な
商
業
施
設

の
誘
致
は
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
例
え
ば
お

城
周
辺
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
の
か
。

回
答
（
松
山
市
長
）

●
本
市
は
、
商
業
施
設
も
た
く
さ
ん
立
地
し
て

い
る
。

●
福
知
山
駅
周
辺
の
都
市
計
画
事
業
に
取
り
組

み
、
商
業
施
設
の
立
地
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
商
業
機
能
の
誘
導
を
行
っ
た
。
国
道
９
号
沿

線
や
福
知
山
駅
前
に
、
近
隣
か
ら
も
多
く
の
人

が
買
い
物
な
ど
に
訪
れ
て
い
る
。

●
今
、新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、福
知
山

城
下
の
、昨
年
ま
で
市
民
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
所

に
、市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
を
つ
く
り
、

そ
こ
に
本
市
出
身
で
世
界
一
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

職
人
の
ス
ウ
ィ
ー
ツ
の
お
店
な
ど
、個
性
あ
る

７
つ
の
店
を
誘
致
し
、人
々
を
集
め
、新
た
な
賑

わ
い
を
創
り
出
す
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。 

テ
ー
マ　

環
境
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　
　

【
成
和
中
学
校
】

質
問　

環
境
問
題
と
森
林
保
全
に
つ
い
て

要
旨　

市
の
面
積
の
う
ち
大
半
が
森
林
や
山
地

だ
が
、
最
近
全
国
的
に
も
林
業
が
廃
れ
、
山
が

荒
れ
て
い
る
と
聞
く
。 

本
校
で
は
ア
ル
ミ
缶
回

収
を
通
じ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
「
成
和
の
森
」

を
作
っ
て
い
る
が
、
市
で
は
森
林
の
保
全
の
た

め
の
施
策
と
し
て
予
算
化
さ
れ
て
い
る
か
。
あ

れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

回
答
（
松
山
市
長
）

●
成
和
中
学
校
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
「
成
和

中
グ
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
生

徒
会
が
中
心
と
な
っ
た

環
境
保
全
と
地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る
自
主

的
な
活
動
で
、
と
て
も
良
い
事
で
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

●
森
林
保
全
の
施
策
は
約
２
２
７
０
万
円
、
福

知
山
産
材
利
用
促
進
に
約
２
０
０
万
円
、
林
道

の
整
備
に
約
６
１
０
万
円
、
国
定
公
園
内
の
環

境
保
全
や
施
設
整
備
な
ど
に
約
７
０
０
万
円
と

な
り
、
合
計
で
約
３
７
８
０
万
円
を
予
算
化
し

て
い
る
。

●
本
市
に
も
、
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
た
豊
か

な
森
が
残
っ
て
い

る
の
で
、
一
度
、

大
江
山
な
ど
に

登
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
「
福

知
山
千
年
の
森
づ

く
り
事
業
」
に
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
も
ら
い
、
自
然
を
大
切
に
す
る

心
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
。

テ
ー
マ　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て　
　
 

【
夜
久
野
中
学
校
】

質
問　

一
貫
教
育
の
形
態
と
内
容
に
つ
い
て

要
旨　

小
中
一
貫
教
育
と
は
ど
ん
な
教
育
を
す

る
、
ど
ん
な
学
校
か
。

回
答
（
荒
木
教
育
長
）

●
教
育
委
員
会
で
は
、
保
幼
小
中
一
貫
･
連
携

教
育
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

●
小
学
校
･
中
学
校
の
先
生
達
も
、
こ
の
魅
力

あ
る
小
中
一
貫
と
い
う
教
育
方
法
に
夢
を
持
ち
、

さ
ま
ざ
ま
な
構
想
を
練
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

行
事
に
つ
い
て
も
、
小
学
１
年
か
ら
中
学
３
年

ま
で
の
児
童
生
徒
が
い
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
面
白

い
行
事
が
で
き
る
と
考
え
る
。

●
文
部
科
学
省
な
ど
の
資
料
に
よ
る
と
、
小
中

一
貫
校
で
は
、
特
に
、
中
学
生
の
自
尊
感
情
の

高
ま
り
、
い
じ
め
や
不
登
校
が
減
っ
て
い
る
。

●
小
学
校
の
先
生
が
中
学
生
に
、
中
学
校
の
先

生
が
小
学
生
に
教
え
る
授
業
も
、
よ
り
効
果
的

に
計
画
で
き
、
学
力
が
上
が
っ

て
い
る
と
い
う
情
報
も
あ
る
。

　９月１日号に引き続き、８月８日（月）、福知山市議会
本会議場で開催した「ふくちやま中学生議会」での市
内１０中学校の代表生徒５５人による、市長や教育長な
どへの福知山市に関する質問や提言内容などをお知
らせします。
　身近な住環境や学習環境への質問からまちづくり
全体に関する質問など、幅広いテーマが取り上げら
れ、発表・提言が行われました。

夜久野中学校の提言 
活発な交流が行われる学校 
誰もが安心して通える学校を目指して 
G.F.G.=Good Friendship Groupを構築します。 
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テ
ー
マ　

道
路
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

【
日
新
中
学
校
】

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
施

設
・
道
路
施
設
に
関

す
る
予
算
に
つ
い
て

要
旨　

今
年
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
に
対
し

て
使
え
る
費
用
は
い

く
ら
あ
る
の
か
。

回
答
（
松
山
市
長
）

●
例
え
ば
多
数
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
る
三
段

池
公
園
の
場
合
、
電
気
代
や
草
刈
代
な
ど
を
含

め
た
年
間
の
管
理
費
用
と
し
て
、
１
億
３
３
０

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

●
こ
の
ほ
か
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
）
体
育
施

設
関
連
予
算
と
し
て
、
主
に
施
設
の
修
繕
費
と

し
て
２
０
０
万
２
０
０
０
円
、
工
事
費
と
し
て

２
２
５
万
円
の
ほ
か
、
各
施
設
の
日
常
の
維
持

管
理
を
し
て
い
た
だ
く
委
託
経
費
と
し
て
５
１

７
７
万
８
０

０
０
円
が
あ

り
、
合
計
で

５
６
０
３
万

円
の
予
算
が

あ
る
。

テ
ー
マ　

三
和
町
の
現
状
と
人
口
増
加
施

　
　
　
　

策
に
つ
い
て　
　
　

【
三
和
中
学
校
】

質
問　

三
和
工
業
団
地
に
つ
い
て　

長
田
野
に

は
大
き
な
工
業
団
地
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
三
和

に
工
業
団
地
を
誘
致
さ
れ
た
の
で
す
か

回
答
（
松
山
市
長
）

●
長
田
野
に
大
き
な
工
業
団
地
が
あ
る
が
、
三

和
に
も
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
で
地
域
の
若
者

の
雇
用
を
確
保
し
、
た
く
さ
ん
の
若
者
が
三
和

に
住
み
、
三
和
の
人
口
が
増
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
工
業
団
地
の
造
成
整
備
を
行
っ
た
。

総
面
積　

・
１
㌶
、
操
業
企
業
数
５
社
、
従
業

７２

員
１
２
１
人
で
あ
る
。

テ
ー
マ　

通
学
環
境
の
今
後
に
つ
い
て　
 

【
大
江
中
学
校
】

質
問　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
（
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
）
存
続

策
に
つ
い
て

要
旨　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
が

経
営
悪
化
に
よ
り

一
部
路
線
廃
止
や

減
便
を
検
討
し
て

い
る
と
聞
く
。
Ｋ

Ｔ
Ｒ
は
僕
た
ち
が

い
ず
れ
進
学
し
た

と
き
、
通
学
に
な

く
て
は
な
ら
な
い

も
の
。
Ｋ
Ｔ
Ｒ
存

続
の
た
め
に
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
考
え

て
い
る
か
。

回
答
（
松
山
市
長
）

●
学
生
団
体
利
用
補
助
事
業
や
福
知
山
駅
時
刻

表
の
無
料
配
布
の
ほ
か
、
高
校
生
定
期
乗
車
券

補
助
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
と

と
も
に
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
行
っ
て
い

る
。

●
引
き
続
き
必
要
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
考

え
で
あ
る
が
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
も
「
乗
ら

な
い
と
無
く
な
る
。」
と
い
う
危
機
感
と
マ
イ

レ
ー
ル
意
識
の
も
と
、
更
な
る
利
用
促
進
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

テ
ー
マ　

身
近
な
住
環
境
の
改
善　
　
　
 

【
川
口
中
学
校
】

質
問　

ク
マ
問
題
に
つ
い
て　

熊
が
里
に
出
没

す
る
原
因
と
し
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か

要
旨　

対
策
、
ま
た
捕
獲
後
の
処
分
（
放
獣
・

捕
殺
と
そ
の
実
績
）
に
つ
い
て

回
答
（
松
山
市
長
）

●
餌
と
な
る
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
不
作
が
原
因
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
。

●
ク
マ
の
対
応
と
し
て
は
、
一
般
対
応
と
緊
急

対
応
と
が
あ
り
、
緊
急
対
応
は
人
に
被
害
が
生

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
で
、
一
般
対
応
は
緊

急
対
応
に
該
当
し
な
い
も
の
の
、
民
家
周
辺
に

頻
繁
に
出
没
し
、
農
林
産
物
な
ど
に
被
害
を
与

え
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

●
緊
急
対
応
は
、
京
都
府
の
許
可
の
後
、
捕
獲

ま
た
は
捕
殺
を
行
う
。

●
農
林
業
被
害
が
あ
る
場
合
は
、
ク
マ
用
の
電

気
柵
に
よ
る
防
除
を
実
施
す
る
が
、
防
除
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
出
没
す
る
場
合
は
、
京
都
府

の
許
可
の
後
、
地
元
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
に
ク
マ

用
檻
の
設
置
を
依
頼
す
る
。

●
初
め
て
捕
獲
し
た
ク
マ
に
つ
い
て
は
原
則
放

獣
す
る
も
の
の
、
１
回
放
獣
し
た
集
落
で
２
回

目
の
捕
獲
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
は
捕

殺
が
可
能
で
あ
る
。

●
平
成　

年
度
の

22

捕
獲
頭
数
は　

頭
15

で
、
そ
の
う
ち　
10

頭
を
放
獣
し
、
５

頭
を
捕
殺
し
て
い

る
。当

日
の
質
疑
・
答
弁
の
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

■
市
長
公
室
広
報
係

（
℡　

‐
７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
）

２４

FAX
２４
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平
成　

年　

月
分
か
ら
の
支
給
金
額
（
月
額
）
が
次
の

２３

１０

と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

▼
０
歳
〜
３
歳
未
満
（
一
律
）
１
万
５
０
０
０
円

▼
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

（
第
１
子
、
第
２
子
）
１
万
円

（
第
３
子
以
降
）

１
万
５
０
０
０
円

▼
中
学
生
（
一
律
）

１
万
円

（
参
考：

９
月
分
ま
で
は
一
律
１
万
３
０
０
０
円
）

　
　

月
以
降
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
手
当

１０
を
受
給
さ
れ
て
い
た
人
も
「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
で
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
た
人
に
は
、

　

月
下
旬
に
「
認
定
請
求
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

１０要
書
類
な
ど
を
添
付
の
う
え
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

２４

３１

　

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

１０
　

た
だ
し　

月
以
降
の
出
生
、
転
入
に
つ
い
て
は
、
申
請

１０

日
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
以
降
の
出
生
や
転
入
な
ど
で
、
す
で
に　

月
分
か

１０

ら
の
子
ど
も
手
当
を
請
求
さ
れ
て
い
る
人
は
、
再
度
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
公
務
員
は
職
場
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係
（
℡　
２４

‐
７
０
１
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

‐
６
５
３
７
）

２３

　

市
立
幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も
の
夢
と
生
き
る
力
を
は

ぐ
く
み
、
小
学
校
教
育
と
の
連
続
性
を
大
切
に
し
た
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
市
立
幼
稚
園
児
を
、
次
の
と
お
り
募

２４

集
し
ま
す
。

５
歳
児

入
園
資
格
／
保
護
者
が
市
内
に
住
み
、
平
成　

年
４
月

１８

２
日
か
ら
平
成　

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

１９

幼
児

※
募
集
区
域
以
外
の
人
は
、
最
寄
り
の
市
立
幼
稚
園
に

入
園
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
／
各
幼
稚
園
に
備
え
て
い
る
所
定
の
用
紙
に

記
入
し
て
、
幼
稚
園
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

　
　

月
１
日（
火
）〜　

日（
水
）

１１

３０

保
育
料

　

月
額
７
０
０
０
円
（
平
成　

年
度
実
績
額
）

２３

４
歳
児

福
知
山
幼
稚
園
・
昭
和
幼
稚
園
・
成
仁
幼
稚
園

入
園
資
格
／
福
知
山
幼
稚
園
は
惇
明
小
学
校
区
、
昭
和

幼
稚
園
は
昭
和
小
学
校
区
、
成
仁
幼
稚
園
は
成
仁
小
学

校
区
に
保
護
者
が
住
み
、
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平

１９

成　

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
幼
児

２０
申
込
方
法
・
申
込
受
付
期
間
・
保
育
料

　

５
歳
児
の
場
合
と
同
様　
　

預
か
り
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
有
料
）

　

保
護
者
の
就
労
な
ど
の
理
由
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
正
規
の
教
育
時
間
終
了
後
も
引
き
続
き
園
児
を
預

か
り
ま
す
。
（
各
園
で
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）

利
用
料
（
平
成　

年
度
実
績
額
）

２３

・
１
カ
月
（
１
時
間
利
用
の
場
合
）
１
５
０
０
円

　
　

〃　

（
２
時
間
利
用
の
場
合
）
３
０
０
０
円

・
臨
時
の
場
合
、
１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円
（
１
カ
月

　

最
高
３
０
０
０
円
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
各
幼
稚
園

受
給
に
は
「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が 

必
要
で
す 

　
　
　

月
１
日（
火
）〜　

日（
水
）　
　

１１

３０

立
幼
稚
園
児
募
集

募　　集
小学校区

募集人数
電話番号所在地幼稚園名

4歳児5歳児

惇　 明２５人７０人２２－３２２７岡 ノ 一 町福 知 山

昭　 和５０人７０人２２－３２２８北本町一区昭　 和

大　 正７０人２２－５７５８水　 内大　 正

遷　 喬３５人２７－４６６７石　 原遷　 喬

雀　 部７０人２７－５６３４前　 田雀　 部

成　 仁２５人７０人２７－６５９０平 野 町成　 仁

来春４月
入園の

市
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　福知山城近くの市民プール跡地（蛇ヶ端）で整備が進んでいる
「城周辺賑わい創出施設」の愛称が、公募により市内在勤で養父
市在住の 池  田  千  奈 さんの「 ｙｕｒａｎｏ － ｇａｒｄｅｎ 」に決定し、９月１４日

いけ だ ゆき な ゆ　ら　の ガ　ー　デ　ン

（水）福知山商工会館で表彰式が行われました。
　この施設は、８４００平方㍍のプール跡地を利用し、芝
生やデッキ、ガーデンなどがある広場に、カフェや
ケーキ、手打ちそばなどの飲食や花・雑貨などのショッピングが楽しめる７店舗が
出店して、来春オープンする予定です。愛称は福知山まちづくり会社が公募し、市
内外から応募のあった１２１点の中から選考され、水運で発展した歴史をもつ福知山
を流れる由良川の「ゆら」という優しい音と、由良川の野をイメージし、ゆったりリ
ラックスしてもらえるスペースになればと名付けられました。このほか、優秀賞に
は、 吉  竹  純  子 さんの「 城  楽  里 福知山」、 安  藤  由  香 さんの「 Ｆ  Ｕ － ＧＡＲＤＥＮ 」、 家  田  哲  士 さ

よし たけ じゅん こ き ら り あん どう ゆ か ふ う ガ　ー　デ　ン いえ だ てつ し

んの Ｔｈｅ  庭  庭 （別名ザガーデンガーデン）」の３作品が選ばれました。
ザ にわ にわ

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写ってい
たら、写真（L判）を１枚差し上げます。
■市長公室広報係（℡２４‐７０００）

城城周周辺辺賑賑わわいい創創出出施施設設のの愛愛称称
「「yyuurraannoo--ggaarrddeenn（（ゆゆららののガガーーデデンン））」」にに決決定定！！

　

障
害
者
自
立
支
援
法

の
改
正
に
伴
い
、
本
年

　

月
１
日
か
ら
「
同
行

１０援
護
」
制
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
制
度
の

適
用
を
希
望
さ
れ
る
人

で
、
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
社

会
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
／
視
力
や
視
野
な
ど
に
重
度
の
視

覚
障
害
が
あ
る
人
で
、
単
独
で
の
歩
行
が
困

難
な
人
。

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
／
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
受
け
て
、

次
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
移
動
時
と
そ
れ
に
伴
う
外
出
先
に
お
い
て

必
要
な
視
覚
的
情
報
の
支
援
（
代
筆
・
代
読

を
含
む
）

・
移
動
時
と
そ
れ
に
伴
う
外
出
先
に
お
い
て

必
要
な
移
動
の
援
護

・
排
泄
・
食
事
な
ど
の
介
護
そ
の
他
外
出
す

る
際
に
必
要
と
な
る
援
助

※
実
際
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
開
始
時
期
や
利
用
で
き
る
内
容
・
時

間
帯
な
ど
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
福
祉
課（
℡

　

‐
７
０
１
７
・　
　

‐
９
０
７
３
） 

２４

ＦＡＸ
２２

　

視
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
の
利
便
向
上
と

社
会
参
加
の
機
会
を
得
る
た
め
「
歩
行
訓
練

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
水
）

１０

２６

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

と
こ
ろ
／
総
合
福
祉
会
館
（
内
記
二
丁
目
）

内
容
／
歩
行
訓
練
な
ど

対
象
／
重
度
視
覚
障
害
者

　

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
（
同
行
援
護
・
移
動
支

援
事
業
登
録
事
業
所
）

参
加
料
／
無
料

申
込
方
法
／　

月　

日（
水
）午
後
５
時
ま
で

１０

１９

に
社
会
福
祉
課
（
℡　

‐
７
０
１
７
・　
　

２４

ＦＡＸ
２２

‐
９
０
７
３
）
ま
で

そ
の
他
／
歩
行
訓
練
は
総
合
福
祉
会
館
と
市

役
所
の
間
で
行
い
ま
す
の
で
、
視
覚
障
害
者

は
白
杖
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
雨
天
の
場
合

は
、
総
合
福
祉
会
館
内
で
実
施
し
ま
す
。）

　

障
害
の
あ
る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交

流
を
図
り
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
土
）午
後
１
時
〜
４
時

１０

２２

と
こ
ろ
／
総
合
福
祉
会
館
（
内
記
二
丁
目
）

内
容
／
実
技
指
導
な
ど

対
象
／
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
人
お
よ
び

家
族
な
ど

定
員
／　

人
２０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
料
／
無
料

申
込
方
法
／　

月　

日（
金
）午
後
５
時
ま
で

１０

１４

に
社
会
福
祉
課
（
℡　

‐
７
０
１
７
・　
　

２４

ＦＡＸ
２２

‐
９
０
７
３
）
ま
で

　

障
害
の
あ
る
社
会
参
加
の
少
な
い
在
宅
の

人
を
対
象
に
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て

得
る
交
流
の
楽
し
さ
を
実
感
し
、
日
常
生
活

に
潤
い
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
体
験
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
水
）

１１

１６

　

午
前
７
時　

分　

市
役
所
出
発

３０

　

午
前
７
時　

分　

総
合
福
祉
会
館
出
発

４０

行
き
先
／
京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

（
京
都
市
南
区
）

対
象
／
障
害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
・
精
神
）

を
お
持
ち
の　

歳
以
上
の
社
会
参
加
の
少
な

１８

い
在
宅
の
人

募
集
人
数
／　

人
（
介
護
者
も
含
む
）

６０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容
／
防
災
体
験
、
館
内
見
学

※
移
動
は
市
の
バ
ス
を
使
用
し
ま
す
。

参
加
料
／
無
料
（
昼
食
は
各
自
自
己
負
担
）

申
込
方
法
／　

月　

日（
水
）午
後
５
時
ま
で

１０

２６

に
社
会
福
祉
課
（
℡　

‐
７
０
１
７
・　
　

２４

ＦＡＸ
２２

‐
９
０
７
３
）
ま
で

視
覚
に
障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

「「
同同
行行
援援
護護
」」制制
度度
スス
タタ
ーー
トト

平
成

年
度

障
害
者

２３

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

「「
視視
覚覚
障障
害害
者者
歩歩
行行
訓訓
練練
講講
座座
」」開開
催催

「「
卓卓
球球
ババ
レレ
ーー
講講
習習
会会
」」開開
催催

「「
体体
験験
事事
業業
」」開開
催催

9 14日 
（水） 

表彰を受ける池田千奈さん
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国
民
年
金
制
度
は
、
加
入
者
一
人
ひ
と

り
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
年
金

が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
、
受
給
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
保
険
料
は
必

ず
納
期
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で

安
心
で
す
。
口
座
振
替
で
の
前
納
は
さ
ら

に
割
引
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
市
民
課
国
民
年
金
係
（
℡　

‐
７
０
５

24

７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

FAX
23

国保
ひと口メモ

���
�

糖尿病教室のご案内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
　糖尿病の知識や療養についてわかりやすく紹介する糖尿病教室を開催しています。運動・合
併症・薬・食事・足のことなどを専門家が月替わりで講演します。講演後、質問も受け付けます。
と　き／１０・１１・１２月の開催予定日

ところ／いずれも市民病院２階第１会議室（厚中問屋町）
事前申し込みは不要。直接会議室へお越しください。
患者さま・ご家族・興味があって講演を聴きたい人など、
ぜひご参加ください。
■市民病院糖尿病チーム（℡２２-２１０１（代）・ＦＡＸ２２-６１８１）

講　師内　　　容時　間開催日
理学療法士糖尿病の運動療法

午後２時～３時
１０月１３日（木）

医　　　師合併症の予防１１月１０日（木）
管理栄養士糖尿病の食事療法１２月８日（木）

保険証の有効期限が
過ぎていませんか？
　国民健康保険の保険証の右上の有効期

限をご確認ください。

　期限の過ぎた保険証ではありませんか？

　有効期限を過ぎた保険証をお持ちの人

は、病院などへ行かれても医療費を全額

支払わなければなりません。

　お早めに保険課の窓口で保険証を更新

してください。

　免許証などの本人確認ができるものと、

期限が過ぎた保険証を持参のうえ、保険課

の窓口へお越しください。可能な範囲で保

険料を納付していただいたうえで、保険証

を発行します。

　代理の人が来られる時は、世帯主からの

委任状を持参いただきますようお願いしま

す。

■保険課（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

【
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。】

電気設備法定点検に伴う診療業務の制限について　　　　　　　　　　　　   
　院内の電気設備法定点検による停電のため、下記の期間、診療業務が制限されます。救急患
者の皆様には、ご迷惑をおかけしますが、他の医療機関で受診していただきますようお願いし
ます。
診療制限期間／１０月２９日（土）午後７時～３０日（日）午前４時３０分
■市民病院（℡２２-２１０１・ＦＡＸ２２-６１８１）

　

朝
晩
が
冷
え
込
み
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
心
配
な

季
節
と
な
り
ま
し
た
。今
後
、集
団
感
染
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
手
洗
い
、う
が
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

●
爪
は
短
く
切
っ
て
お
き
、手
を
洗
う
時
は
、時
計

や
指
輪
を
は
ず
し
ま
し
ょ
う
。

●
手
洗
い
後
は
、手
を
完
全
に
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
布
タ
オ
ル
の
共
同
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
室
内
で
は
換
気
に
注
意
し
、乾
燥
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
の
あ
る
食
事
を
心
が
け
、充
分
な
睡
眠
を
と

り
、体
力
と
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
・
不
急
の
人
ご
み
へ
の
外
出
は
、で
き
る
だ

け
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
熱
・
咳
・
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
で
医
療
機
関
に

受
診
す
る
時
は
必
ず
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
推
進
室（
℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

２３

FAX
２３
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専門家が購入
者側から相談
を受けた場合
の対応

専門家が購入者
から質問がなく
ても積極的に行
う情報提供

対応する
専門家主な医薬品（例）リスク内容リスク分類

情報提供をし
なければなり
ません

書面を用いて情
報提供をしなけ
ればなりません

薬剤師
H２ブロッカー含有
の胃腸薬、一部の
毛髪用薬など

一般用医薬品としての使用
実績が少ないなど、安全上特
に注意を要する成分を含む
もの

第１類医薬品
（特にリスクが高いもの）

情報提供に努め
なければなりませ
ん薬剤師ま

たは登録
販売者

主なかぜ薬、解熱
鎮痛薬、胃腸鎮痛
鎮けい薬など

まれに入院相当以上の健康
被害が生じる可能性がある
成分を含むもの

第２類医薬品
（リスクが比較的高いもの）

規定なし
ビタミンB・C含有
保健薬、主な胃腸
薬、消化薬など

日常生活に支障をきたす程
度ではないが、身体の変調・
不調が起こるおそれのある
成分を含むもの

第３類医薬品
（リスクが比較的低いもの）

　肥満や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣
病の予防や健康づくりを目的に、健康ウォー
キング大会を開催します。
とき／１０月１５日（土）午前８時～正午
（午前８時～８時３０分　東部保健福祉セン
ターにて受付）
ところ／東部保健福祉センター（千束）～エ
コートピア京都三和・三和荘（寺尾）の往復
コース　約６㌔㍍
内容／テーマ「楽しく歩いて筋力アップ、生
活習慣病を撃退しよう！」健康運動指導士に
よる健康ウォーキングの実技指導　
　講師：健康運動指導士　 長  岡  夕  岐  子 さん

なが おか ゆ き こ

※生活習慣病予防料理（野菜たっぷり）の試
食もあります。
※雨天の場合は、東部保健福祉センター内で
健康ウォーキング教室を開催しますので体
育館シューズを持参してください。
対象／市民
参加費／無料、事前申し込み不要。
その他／飲み物・タオルなどは各自でご準備
ください。

健康づくりの基本と
なるウォーキングを
正しく楽しく効果的
に実践するための教
室です。

　男性を対象に、自らが食事バランスを考え
て、色々な料理を作れるようになり、自分の
健康管理と正しい食生活を身につけることを
目的に開催します。
とき・ところ／
①１１月１８日（金）午前９時３０分～正午
　東部保健福祉センター（千束）
②１１月２５日（金）午前９時３０分～正午
　川合集落センター（上川合）
③１２月７日（水）午前９時３０分～正午
　菟原集落センター（菟原）
④１２月１６日（金）午後１時３０分～４時
　六人部コミュニティセンター（多保市）
※内容は同じですのでいずれかの会場で参加
していただけます。

内容／テーマ「あなたの食生活は大丈夫？ふ
り返ってみよう自分の習慣、考えよう食事バ
ランス」
　保健師・栄養士の健康講話、調理実習、試
食・交流会、健康相談、栄養相談
対象／男性市民
定員／各２０人
参加費／２５０円
申込方法／１１月１１日（金）ま
でに、電話または直接東部
保健福祉センターまで

■問い合わせ先／東部保健福祉センター（℡５８-２０９０・ＦＡＸ５８-３０１３）

　一般用医薬品（大衆薬）については、安心して購入し、正しく使っていただくために、リスクの
程度に応じて３つに分類し、購入時などに専門家がアドバイスするなど、販売制度が整備されてい
ます。ご相談は京都府中丹西保健所（℡２２-６３８２・ＦＡＸ２２-０４２９）まで。
【リスクの程度に応じた情報提供が薬剤師などの専門家から行われます】

薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬をををををををををををををを購購購購購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入入入入入すすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるととととととととととととととききききききききききききききはははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、専専専専専専専専専専専専専専門門門門門門門門門門門門門門家家家家家家家家家家家家家家にににににににににににににに相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談をををををををををををををを！！！！！！！！！！！！！！薬を購入するときは、専門家に相談を！

イラスト提供／おまつかつみさん
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３
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）
ま
で
。

人権シリーズ 災害と人権について

　９月に２度にわたって猛威をふるった台風や、
３月１１日に発生した東日本大震災による津波な
どの被害により、今なお多くの人々が厳しい環
境のもとに生活をされています。本市でも平成
１６年に台風２３号による大きな被害がありました。
　非常時においては、普段より人権が脅かされ
やすい状況になります。たとえば、避難所での
集団生活において、プライバシーの侵害や人権
を侵害する言動・行為など、周囲との関係のな
かで、さまざまな問題が生じていることが指摘
されています。また、災害時には、情報不足や
デマなどによる人権侵害が生じることもありま
す。福島での原発事故による放射能汚染の風評
被害や被災者への心ない対応は、決して許すこ

とができない問題です。
　これらを解消するためには、高齢者や障害の
ある人などの支援を必要とする人への心配りや
相手の立場に立って接することなど、人権の視
点に立った考え方や行動を心がける必要があり
ます。そして、災害時に困っている人を助ける
ことができるのは、互いを気づかい思いやる地
域のつながりではないでしょうか。
　地域の住民が助け合い、お互いの人権を尊重
しながら協力して災害を乗り越えていくにはど
うすべきかを平常時から考えることが大切です。
■人権推進室人権推進係

（℡２４-７０２２・FAX２３-６５３７）
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る
「
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き
セ
ミ
ナ
ー
」

第
３
講
座
開
催

第
３
講
座
開
催

イラスト提供／おまつかつみさん

「東日本大震災義援金」
「市民募金受入被災者見舞金」

受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付期期期期期期期期期期間間間間間間間間間間をををををををををを延延延延延延延延延延長長長長長長長長長長ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす受付期間を延長します　
　平成２３年３月１３日から受け付けています「東日本大震災義援金」と「市民募金受入被災者見
舞金」を、日本赤十字社の募集期間の延長にともない、平成２４年３月３１日まで延長します。
　引き続き、市民のみなさんからのご支援をよろしくお願いします。
　なお、平成２３年９月２６日現在、本市で受け付けた義援金・見舞金の総額は次のとおりです。

　東日本大震災義援金　　　　 6044万 2471円
　市民募金受入被災者見舞金　　　67万1890円
【義援金・見舞金の受付案内】
とき／平成２４年３月３１日まで（土・日・祝日を除く午前８時３０分～午後５時）
ところ／社会福祉課、各支所　　※このほか、市内各施設に募金箱を設置しています。

■社会福祉課（℡２４-７０７２・ＦＡＸ２２-９０７３）

平成24年3月 31日まで
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６月２４日（金）
　その日はあいにくの天候で、時折
強く降る雨の中、仮設住宅への「み
どりのカーテン」植付けのお手伝い
をしてきました。仮設住宅には「雨
とい」が無いため、軒下の作業は雨
具を着用していても、とても大変で
した。ゴーヤ苗の植え付けが完了したのは作業開始から約１時間後。
　また、植付け作業だけでなく「みどりのカーテンの育て方」のレクチャーと福知山市連合婦人会
さん作成の「ゴーヤ料理レシピ集」の説明も行いました。
　みなさん「みどりのカーテン」の完成をとても楽しみにされ

ていると同時に、「大切に育
てていきたい」と言っておら
れました。
　また、植え付け作業前の午
前８時～８時３０分には、ゴー
ヤ先生が小原木小学校を訪問
し、１クラスずつ回ってごあ
いさつをしました。

６月２５日（土）
　北は北海道、南は佐賀県からゆるキャラ○Ｒ ３２体が集合し、
「被災地のこどもたちに笑顔を！」を合言葉にダンスなどを披
露し、こどもたちとふれあいの時間を過ごしました。また、
ゴーヤ先生からは「ゴーヤの種」を会場のお客様にプレゼント
しました。

６月２６日（日）
　この地域は津波による被害が甚
大で、バスで会場に向かう途中、
報道などで目にしたことのある被
災現場を通りました。３６０度がれ
きの山…山。何も残っていない状
況に、みな言葉を失いました。
　高台に到着すると、地元商店街などの呼びかけで、町が再び幸せを取り戻すために定期的に開催
されている復興イベント「福興市」は始まっており、ゴーヤ先生をはじめ、全国から集まったゆる
キャラ○Ｒ たちは、会場内に設けられたステージで元気いっぱいダンスなどを披露しました。会場の
こどもたちに少しでも笑顔と元気を届けることができたと思います。
　ゴーヤ先生は、今後も「みどりのカーテン支援」やゆるキャラ○Ｒ の活動を通じて東日本大震災の
復興支援活動を継続してまいります。次回１１月１日号ヘ続く

報告者／福知山環境会議広報担当　 谷  口  真  奈  見 　
たに ぐち ま な み

１１　宮城県 気  仙  沼  市 　 小  原  木 小学校仮設住宅へのみどりのカーテン
け せん ぬま し こ はら ぎ

　　植付支援を実施しました。

２２　茨城県 水  戸 市
み と し

   「映画　 桜  田  門  外 の 変 オープンロケセット」での
さくら だ もん がい へん

　　イベント「ゆるキャラ○R 大集合 in 茨城」に出演しました。

３３　宮城県 南  三 陸
みなみ さん りく

    町 「 福  興  市 」で、ゆるキャラ○R 応援隊による
ちょう ふっ こう いち

　　ステージに出演しました。

７月１８日現在の生育の様子
（気仙沼市役所 唐  桑 支所　 穀  田 さん撮影）

から くわ こく た

福知山市みどりの親善大使 
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　解雇、雇止めなど、労働者個人
と事業主の間のトラブルを、公平・
中立のあっせん員が話し合いで円
満に解決します。
　手続きは簡単、迅速、無料、秘
密厳守で、７割以上が解決してい
ます。労使どちらからでもご利用
いただけます。
　福知山でのあっせん（話合い）
開催も可能です。
■京都府労働委員会（℡　０７５‐４１４‐
５７３３・ＦＡＸ　０７５‐４１４‐５７３７）

募
集
訓
練
科
／

▼
京
都
校
（
京
都
市
伏
見
区
）

　

シ
ス
テ
ム
設
計
科
、
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
科
な
ど

▼
陶
工
校
（
京
都
市
東
山
区
）

　

や
き
も
の
成
形
科
、
や
き
も
の

図
案
科
な
ど

▼
福
知
山
校
（
南
平
野
町
）

　

自
動
車
整
備
科
、
Ｉ
Ｔ
・
経
理

科
、
も
の
づ
く
り
基
礎
科

前
期
募
集
期
間
／

　
　

月　

日
（
木
）
ま
で

１０

２０

学
科
試
験
日
／

　
　

月
４
日
（
金
）

１１

面
接
試
験
日
／

▼
福
知
山
校
、
陶
工
校

　
　

月
４
日
（
金
）

１１
▼
京
都
校

　
　

月　

日
（
木
）

１１

１７

試
験
場
所
／
志
望
す
る
高
等
技
術

専
門
校

　

募
集
要
項
お
よ
び
入
校
願
書
は
、

京
都
府
立
福
知
山
高
等
技
術
専
門

校
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
知
山
に
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

京
都
府
立
福
知
山
高
等
技
術
専
門

校
（
℡　

‐
６
２
１
２
・　
　

‐

２７

ＦＡＸ
２７

６
２
１
３
・
Ｅ
メ
ー
ルfu

k
u
k
g
s

‐

k
2@
p
ref.k

y
oto.lg

.jp

・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.p
ref.k

y
oto.

jp/fukukgs/

）

京京
都都
府府
立立
高高
等等
技技
術術
専専
門門
校校

京京
都都
校校
／／

陶陶
工工
校校
／／

福福
知知
山山
校校

と
う
こ
う

平
成　

年
４
月

２４

　
　

入
校
生
募
集
！

京都府最低賃金が改定されます 

751円に 京都府最低賃金金額 必ずチェック最低賃金！ 使用者も、労働者も 
　最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国が賃 
金の最低限度を定め、使用者は、その最低賃金額 
以上の賃金を支払わなければならないとする制度 
です。 
厚生労働省ホームページアドレス 
http://www.mhlw.go.jp/ 
最低賃金に関する特設サイト 
http://saiteichingin.info/ 
　最低賃金に関するお問い合わせは京都労働局（℡ 
０７５‐２４１‐３２１５）または最寄りの労働基準監督署へ 
ウェブで最低賃金がチェックできます。 

厚生労働省  

発効日：平成23年10月16日 

　京都府内の使用者は、この金額より低い金額で労働者（パート 
タイマー・アルバイトなどを含む）を使用することはできません。 

最低賃金には次の賃金は算入されません 
　① 精・皆勤手当、通勤手当、家族手当 
　② 時間外・休日および深夜手当 
　③ 臨時に支払われる賃金 
　④ １カ月を超える期間ごとに支払われる賃金 

時間額 

最低賃金制度 検索 

現行749円を 

除
外
賃
金 
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宅地販売  

※入札参加資格や入札保証金などの詳しい内容は、 
　お気軽にお問い合わせください。 
受付時間／土・日・祝日を除く 
　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分 

福知山市役所  用地販売促進室　〒６２０‐８５０１ 福知山市内記１３番地の１ 

※福知山市のホームページは「事業者向け情報」→「宅地分譲・土地区画整理地内」からお入りください 
℡0773‐24‐7068（直通）  ＦＡＸ0773‐23‐6537

河守 

石原 

駅南 

緑ヶ丘 
駅周 

※宅地のみ分譲。建設時期、業者は問いません 

宅地を入札で売却 宅地を入札で売却 
受付 10/14（金）まで 

入札参加のお申込みは、１０月１４日（金）までに必要書類を
用地販売促進室に持参または郵送（必着）してください。 
必要書類／入札参加申込書（※用地販売促進室または市ホー
ムページから入手できます）、住民票抄本またはそれに代わ
る証明書（法人の場合は法人登記簿謄本）、市納税証明書 
入札日／１０月２１日（金）※時間は参加者に別途通知します。 
入札場所／市役所入札室（旧本館１階、内記三丁目） 
※予定価格以上で最高価格の入札をされた人を落札者とします。 

駅南共通事項　●売主／福知山市●地目／宅地　●交通／福知山駅より徒歩約１３～１４分　
●用途地域／第１種住居地域・第１種中高層住居専用地域・第１種低層住居専用地域　●建
ぺい率／６０％・容積率／第１種低層住居専用地域１００％．その他は２００％　●道路幅員／６
～２０㍍　●設備／電気（関西電力）、市ガス（前面道路まで）、市上水道（前面道路まで）、
下水（公共下水道）●上水道加入金／１６３，８００円税込（口径２０㍉㍍の場合）●汚水枡／宅地
価格に含む　●学校／惇明小・南陵中　●自治会／旭が丘・夕陽が丘　●地耐力調査／実施
しておりません。　●建築条件／宅地のみの分譲ですので、建築時期、業者は問いません。 

荒河東共通事項　●売主／福知山市　●地目／宅地　●交通／ＫＴＲ厚中問屋駅徒歩約８分　●用途地域／工業地域 
●建ぺい率・容積率／６０％・２００％　●道路幅員／８㍍　●設備／電気（関西電力）、市ガス（前面道路まで）、市上
水道（前面道路まで）、下水（公共下水道）●上水道加入金／１６３，８００円税込（口径２０㍉㍍の場合）●汚水枡／宅地
単価に含む　●学校／修斉小・成和中　●自治会／上荒河　●地耐力調査／実施しておりません。　●建築条件／宅
地のみの分譲ですので、建築時期、業者は問いません。 

荒河東 

駅南 

今
か
ら
の
季
節
は
、
民
家
や
裏
山
の
柿
木
な
ど
で
ク
マ
の
出
没
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
朝
夕
の
散
歩
や
山
に
入
る
と
き
は
注
意
す
る
と

と
も
に
、鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
鳴
る
も
の
を
持
っ
て
外
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
林
業
振
興
課（
℡　

‐
７
０
４
７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

FAX
２３

ク
マ
の
出
没
に
注
意　
！！

入札保証金
（円）

予定価格
（円）

面積
（平方㍍）所　在　地物件

番号
６８０，０００１３，４７１，５３６２１５．８９荒河東町６２番１荒１
６７０，０００１３，２３５，６６４２１２．１１荒河東町６２番２荒２
６５０，０００１２，８５２，９９６２１０．３６荒河東町６２番３荒３
６６０，０００１３，０５７，８２４２０９．２６荒河東町６２番４荒４
６４０，０００１２，６９９，６３５２０７．８５荒河東町６２番５荒５
２７０，０００９，１２１，８４３１７３．０９旭が丘６番南６
３１０，０００１０，６１１，０２４２０５．６４旭が丘１３８番南８
３８０，０００１２，７２５，０７６２４６．６１旭が丘１４０番南９
３５０，０００１１，６９２，３９５２９６．０１夕陽が丘３３番南１２
５２０，０００１０，３２９，１４３１９９．７９夕陽が丘１２番２１
１６０，０００３，０１７，２１６２１２．４８夕陽が丘４５番２
５４０，０００１０，６５４，４０７１７６．６９夕陽が丘４６番３
１，７６０，０００３５，１４９，０３７１，５７６．１９夕陽が丘５９・６１番５
４１０，０００８，０５８，４７４１７０．０１夕陽が丘６８番４６
５７０，０００１１，２４１，４３７２１３．３１夕陽が丘６８番５７
５８０，０００１１，４１２，３２４２２５．５４夕陽が丘６８番６８
６２０，０００１２，２３１，１４３２３２．０９夕陽が丘６８番７９
４１０，０００８，１１２，５１０１７１．１５夕陽が丘７１番１３

一般競争入札物件 平成２３年９月２７日現在
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月　

日（
月
）　
は
、市
・
府
民
税（
い
ず
れ
も
普
通
徴
収
分
・
第
３
期
分
）、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
い
ず
れ
も
第
５
期
分
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
４
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

１０

３１

■
税
務
課
市
民
税
係（
℡　

‐
７
０
２
４
）■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）同
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

２４

ＦＡＸ
２３

　庵我神社は、旧 丹  波  国  天  田  郡  庵  我  郷 に所在する 延  喜  式  内  社 で、古くは
たん ば こく あま だ ぐん あん が ごう えん ぎ しき ない しゃ

『 続  日  本  紀 』 宝  亀 ４年（７７３年）９月条に庵我社として現れます。中世には
しょく に ほん ぎ ほう き

庵我郷から庵我荘が成立し、京都三条の 青  蓮  院 の支配を受けた鎌倉時代には、
しょう れん いん

荘園鎮守の性格を有していました。
　木造扁額は、 檜 材の一枚からなり、現状では右側３分の１のところで割

ひのき

れたものをつないでいます。表面は長年の風雨によって檜の素地になってい
ますが、 胡  粉 を塗った白の下地に彩色を施した痕跡が認められます。長方形

ご ふん

の一重枠で囲まれた内区の中央には「 正  二  位  聖大明神 」と彫られています。
しょう に い ひじりだいみょうじん

「聖明神」とは四祭神のうちに 神  功  皇  后 を 祀 っているためといいます。裏面
じん ぐう こう ごう まつ

は黒塗りとして「 元  享 ３年（１３２３年）」の銘と筆者の「 藤原  朝  臣  行  房 」の名が墨書されています。
げん こう ふじわらの あ そん ゆき ふさ

　筆者の藤原行房は、和様書道の一派である 世  尊  寺 流の嫡流であり当時一流の 能  書  家 として知られ、
せ そん じ のう しょ か

 後  醍  醐 天皇の側近として 蔵人頭 ・ 左  近  衛 中将を歴任し、天皇が 隠  岐 に流された際も行動を共にした人
ご だい ご くろうどのとう さ こん えの お き

物です。
　この扁額は保存状態の良好な鎌倉時代の扁額の古例であるばかりでなく、能書家行房の数少ない真
筆として、また、世尊寺流の書体の典型としてとても貴重なものです。
※延喜式内社 ･･･延長５年（９２７年）に完成した 延  喜  式  神 名帳    に記載された全国の神社の一覧（２８６１社）。官

えん ぎ しき じん めいちょう

社としての位置付けがなされるもので、天田郡は四座（社）記載されてます。

■生涯学習課文化財保護係（℡２４‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４８８０）

④ ④ ④ 

　

市
道
の
除
雪
作
業
に
必
要
な
除
雪
機
械
な
ど
を

自
治
会
な
ど
で
購
入
す
る
場
合
、　

万
円
を
限
度

２５

と
し
て
、
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
の
金
額
を
助

成
し
ま
す
。
早
期
の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

助
成
対
象
区
域
／
下
川
口
・
上
豊
富
・
上
川
口
・

金
谷
・
三
岳
・
金
山
・
雲
原
・
佐
賀
地
区
、
三
和
・

夜
久
野
・
大
江
地
域

※
年
度
内
１
回
限
り

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
／
土
木
課
管
理
係

　
　

（
℡　

‐
７
０
５
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

　

消
防
本
部
・
消
防
署
・
東
分
署
・
北
分
署
で
は
、常

時
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
ほ
か
、次
の
日
程
で
も

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

▼
三
和
支
所　
　
　
　
　
　
　
　

月　

日
（
火
）

１０

１１

▼
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　
　

月　

日
（
月
）

１０

１７

▼
大
江
町
総
合
会
館　
　
　
　
　

月　

日
（
月
）

１０

２４

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

※
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
で
、
取
り
付
け
に
お
困
り

の
時
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
「
取
り
付
け
お
助

け
隊
」
が
お
伺
い
し
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
火
災
警
報
器
な
ど
の
斡
旋
･
販
売
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

　
　

（
℡　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
）

２３

ＦＡＸ
２２

　

本
市
で
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

除
雪
機
械
整
備
費
補
助
金
制
度
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

除
雪
機
械
整
備
費
補
助
金
制
度
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

 庵  我 神社 木造 扁  額 
あん が へん がく

る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
な
ど
に
つ
い
て
相

談
を
希
望
さ
れ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
建
築
士

に
よ
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
／
市
内
に
住
宅
を
所
有
ま
た
は
居
住
す
る

市
民

相
談
内
容
／

①
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
の
助
言
・
ア
ド

バ
イ
ス

②
耐
震
改
修
の
方
法
、
業
者
選
定
な
ど
に
つ
い
て

の
助
言

③
耐
震
に
関
す
る
制
度
な
ど
の
紹
介

④
耐
震
診
断
結
果
報
告
書
の
見
方
な
ど

と
き
／　

月
８
日
（
火
）

１１

　
　
　
　

月　

日
（
火
）

１２

１３

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室
（
内
記
三
丁
目
）

３４

募
集
定
員
／
各
日
４
組
（
先
着
順
）

費
用
／
無
料

申
込
方
法
／　

月　

日
（
火
）
か
ら
電
話
に
よ
る

１０

１１

予
約
受
付
開
始
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
建
築
課
建
築
第
二
係

（
℡　

‐
７
０
５
８
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

住
宅
耐
震
相
談
会
の

住
宅
耐
震
相
談
会
の
ご
案
内

ご
案
内

福知山市納付相談のおしらせ
　京都地方税機構　中丹地方事務所職
員による、市税・国民健康保険料の納
期を過ぎた人の納付相談を行います。
と　き／１０月３１日（月）
　　　　午前９時～正午
ところ／市役所２階　税務課
　　　　（内記三丁目）
　詳細については、京都地方税機構　
中丹地方事務所（℡５６‐０３４０・ＦＡＸ５６‐
０７４０）にお問い合わせください。
※京都地方税機構中丹地方事務所では、
随時納付相談を行っています。
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「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
で
使
用
す
る 
挿  
絵 
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
市
長
公
室
広
報
係
（
℡　

‐

さ
し 

え

２４

７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
・
Ｅ
メ
ー
ル　hisyo@

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ
２４

　わたしたちミニＳＬフェスタ実行委員会は、鉄道関係者、商
店街関係者、商工関係者など合計２０団体で組織しており、毎年
秋にミニＳＬ（小型蒸気機関車）を題材とした「ミニＳＬフェ
スタ」を、福知山の中心市街地にある御霊公園（西中ノ町）を
中心に開催しています。
　イベントの開催を通じて「鉄道のまち福知山」をＰＲし、中心市街地の賑わいづくりと、まちなかの活性
化を図っていきたいと活動しています。
　子どもから大人まで楽しめるイベントとして、「ミニＳＬフェスタ」を今後もより一層盛り上げていきま
すので、ぜひみなさまお越しください。

募集！

★「ミニＳＬフェスタ２０１１」を開催！
と　き／１０月２９日（土）～３０日（日）　午前１０時～午後３時　※雨天決行
ところ／御霊公園およびその周辺

（１）ミニＳＬ乗車会【時間は両日とも午前１０時～午後３時】
　ミニＳＬに乗車して、御霊公園内の１周約１５０㍍の特設コースを楽しんでいただ
けます。乗車無料。乗車予定人数（一般来場者対象）各日先着１，０００人

（２）協賛イベント
　会場内と周辺商店街で各種イベントを開催します。今年は新企画として「鉄道
物知りコーナー」を御霊公園で開催します。みなさまぜひお立ち寄りください。

■お問い合わせ先／ミニＳＬフェスタ実行委員会　施設・運営部（℡０８０‐４４９８‐２２５５）

「鉄道のまち福知山」をPR！ 「鉄道のまち福知山」をPR！ 「鉄道のまち福知山」をPR！ 

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

ミニＳＬフェスタ実行委員会 
えすえる じっ  こう   い  いん かい 

カ
ン
ち
ゃ
ん　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い

う
言
葉
を
聞
く
け
ど
、
ど
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ん
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

カ
ン
ち
ゃ
ん
も
社
会
に
目
を
向
け
と
る
な
あ
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
法
が
成
立
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

も
あ
っ
た
な
あ
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
の
こ
と
な
ん
や
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

日
本
は
石
油
や
石
炭
な
ど
化
石
燃
料
の
ほ
と
ん

ど
を
海
外
に
頼
っ
と
る
ん
や
。
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
や
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
少
な
く
し
地
球
温
暖
化
問
題
へ
対
応
す

る
た
め
化
石
燃
料
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
れ
な
ら
原
子
力
が
あ
る
や
ろ
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

と
こ
ろ
が
、
原
発
事
故
を
発
端
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
も
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
ま
す
ま
す
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
拡
大
が
求
め
ら
れ
と
る
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

な
る
ほ
ど
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

自
然
現
象
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
一
度

利
用
し
て
も 
枯  
渇 
す
る
こ
と
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
生
可
能

こ 

か
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

具
体
的
に
教
え
て
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物

資
源
）
な
ど
、
身
近
な
自
然
の
力
か
ら
導
か
れ
、
発
電
、
給
湯
、

冷
暖
房
、
輸
送
、
燃
料
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い

う
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
や
な
あ
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
法
は
、
こ
れ
ら
か

ら
発
電
さ
れ
た
電
気
の
買
い
取
り
を
電
力
会
社
に
義
務
づ
け
、

利
用
拡
大
を
図
る
の
が
目
的
な
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
環
境
問
題
の
切
り
札
や
な

あ
。
了
解
！

　

福
知
山
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
の

研
究
会
の
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

①
手
づ
く
り 
甲
冑  
隊 

か
っ
ち
ゅ
う 
た
い

　

甲
冑
を
手
づ
く
り
し
、
作
品
完
成
後
に

甲
冑
隊
を
編
成
し
、
お
城
ま
つ
り
な
ど
の

行
事
に
参
加
し
ま
す
。（
甲
冑
材
料
代　

約

４
万
５
０
０
０
円
が
必
要
）

②
ロ
ケ
地
１
０
０
景
選
定
隊

　

映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
ロ
ケ
地
に
有
望

な
場
所
を
１
０
０
カ
所
選
定
し
、
制
作
会

社
な
ど
へ
売
り
込
み
ま
す
。

③
観
光
コ
ー
ス
選
定
隊

　

福
知
山
の
魅
力
を
集
め
た
お
す
す
め
観

光
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
着
地
型
観
光
の
基

盤
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
出
身
者
な
ど

で
、
福
知
山
の
魅
力
・
活
力
づ
く
り
に
意

欲
の
あ
る
人
。
年
齢
、
職
業
不
問
。

定
員
／
①　

人
程
度
、
②
③
各　

人
。

３０

１０

※
②
③
は
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選

活
動
期
間
／
お
お
む
ね
２
年

報
酬
な
ど
／
無
償
。
交
通
費
な
ど
の
経
費

も
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
／　

月　

日
（
金
）

１０

２１

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
／
観
光
振
興
課（
℡　

‐
２４

７
０
７
６
・　
　

‐
４
４
４
０
）

ＦＡＸ
２４
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回　

月　

日
号
は
、　

月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１０

１５

１０

２０

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
市
長
公
室
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

健康増進計画  知っ得シリーズ Ｐａｒｔ7

けんこウサギちゃん　と１０００歩くんのいきいき健康トーキング 
：１０００歩くん！秋って何をイメージするかな？ 

：秋といえば『食欲の秋』や『スポーツの秋』をイメージするなぁ～　 

：福知山では毎年、春と秋に『市民歩け歩け大会』というウォーキングイベントを実施しているんだ。そし
て今年は『健康増進計画』とコラボレーションしたイベントを企画しているんだって！！ 

：まさに『スポーツの秋』だね～！今から待ち遠しくてワクワクしちゃうよ～！！ 

：それじゃ～今回は福知山市健康増進計画推進イベントについてお話しするよ～！！ 

チアダンス発表や 
ゆるキャラも 
大集合～♪ 

市民一人ひとりが健康づくりに取り組めるきっかけを作っていただく目的で行います！ 

とき／11月3日（木・祝）　オープニング   9：30 スタート　 ところ／ 市民体育館（和久市町） 
市民一人ひとりが健康づくりに取り組めるきっかけを作っていただく目的で行います！ 

主催：福知山市　　主管：福知山市体育指導委員会　　後援：福知山市健康づくり推進協議会 
■申込・問い合わせ先／健康推進室（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９９８） 

エアロビックやフラダンス、３Ｂ体操など 
※体育館内で行いますので上履き（スリッパ除く）をご持参ください 

健康でおいしい試食を用意します 

体を動かすきっかけが見つかるかも… 

第１グループ・第２グループ 

第３グループ 

誰でも参加ＯＫ！ 

事前申し込み制です 

＊第１グループ（約１０ｋｍ）　　＊第２グループ（約５ｋｍ）　　＊第３グループ（２～３ｋｍ） 

※第３グループのみ申込み制…定員３０組（１組最大５人まで・景品あります） 
※第３グループは親子クイズラリーですので、１組に最低大人１人が入ってください 
申込期限／１０月２４日（月）　　申込方法／電話受付のみ（℡２３‐２７８８） 
当日の持ち物や詳細については、参加される人に郵送でご案内します 

10：30 頃スタート 

13：00～ 

初めての人でも 
楽しめます♪ 

自分に合った運動を 
見つけませんか！？ 

運動に関する集まり・イベント・教室などの情報を募集します 
問い合わせ・申込みについては健康推進室までお願いします 情報提供募集

中 情報提供募集中
 


